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　2021年6月に供用された鍋島松濤公園トイレは，日本財団が中心と
なって進めている，誰でも快適に利用できる公共トイレを設置するプロ
ジェクト「THE TOKYO TOILET」の1つとして，建築家の隈研吾氏に
より設計されました。
　「森のコミチ」と名付けられたこのトイレは，現代のトイレに求めら
れる多様なニーズ（子育て，身だしなみ配慮，車椅子等）に合わせた5
つの分棟を木チップ敷きの小道でつないだ配置になっています。
　トイレは，約30ミリの吉野杉の耳付き板240枚を使用したルーバーで
覆われており，遠目からは公園に生える木立のように見えます。

※：林産試だより2022年5月号からの転載
　  （（地独）北海道立総合研究機構森林研究本部林産試験場　承諾）


